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漢
學
は

奮

懐

低

堂

略

史

大
阪
は
古
来
商
業
の
都
會
な
れ
ど
も
、
學
間
の
開
け
し
も
亦
久
し
く
、
町
人
文
學
の
盛
な
る
海
内
共
比

ふ
も
更
な
り
、
院
本
、
小
説
、
俳
諧
、
狂
歌
に
至
る
ま
で
共
門
顕
る
多
く
、
各
特
色
あ
り
．
て
、
共
勢
力
も
亦

る
べ
か
ら
ず
。
今
漢
文
學
附
究
の
方
圃
を
観
察
す
る
に
、
我
が
俵
徳
堂
を
以
て
緑
と
為
し
、
混
沌
祉
を
以
て
緯
と
為

し
、
伊
物
綺
共
他
の
各
派
共
間
に
恨
映
す
と
見
る
を
得
べ
き
か
。
混
沌
社
共
他
に
闊
し
て
は
姑
く
言
は
ず
、
恨
徳
堂
は

宜
に
享
保
九
年
に
創
ま
り
、
明
治
維
新
の
際
に
一
時
麿
紹
し
、
時
に
険
替
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
大
阪
の
文
敦
を
主
持
す

る
こ
と
宜
に
一
百
敗
十
年
、
久
し
か
ら
ず
と
せ
ず
。
石
惹
、
梵
惹
に
始
ま
り
て
、
竹
山
、
履
軒
に
盛
ん
に
、
共
學
派
の

分
布
せ
る
共
勢
力
の
盛
な
る
昌
平
侵
に
瞬
げ
り
。
創
學
の
年
月
に
於
て
慎
徳
堂
よ
り
早
送
も
の
、
長
綺
に
立
山
害
院
あ

り
、
岡
山
に
閑
谷
慨
あ
り
、
幕
府
に
昌
平
穀
あ
り
、
肥
前
に
東
原
痒
舎
あ
り
と
雖
も
、
懐
穏
堂
が
商
業
地
の
大
阪
に
起
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に
服
す
れ
ど

の
儀
願
出
づ
べ
ぎ
や
心
元
な
し
と
て
、

の
趣
を
執
齋
よ
り
豫
て
相
識
の
門
人
覧
荒
に
文
通
せ
り
。

あ
る
ま
じ
送
沢
と
の
物
語
あ
り
し
を
、
大
島
近
江
守
城
中
よ
り
婦
宅
し
て
父

の
古
心
に
物
語
り
、
古
心
は
入
魂
の
三
輪
執
齋
に
心
営
は
な
苔
ゃ
と
間
ひ
し
が
、
大
阪
に
は
三
宅
石
惹
あ
り
、
人
共
徳

説
送
開
せ
た
送
も
の
、
誰
か
願
出
づ
る

時
の
賄
軍
は
八
代
吉
宗
公
な
り
し
が
、

な
り
し
、
名
け
て
快
撼
堂
と
い
ひ
し
は
論
語
里
仁
第
四
の

り
て
此
に
住
し
、
以
て
子
弟
に
敦
授
せ
む
こ
と
を
請
へ
り
。

て
近
臣
に
向
つ
て
、
京
大
阪
に
も
學
間
所
様
の
虞
掠
へ
年
懸
き
、
忠
孝
の
筋

子
恨
伍
戸
の
語
に
取
れ
り
-
0

ト
一
月
石
芸
国
の
平
野
よ
り
麟

筐
名
こ
卜
し
、
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又
も
此
に
謁
舎
を
建
て
た
り
。

是
れ
宣
に
享
保
几
年
互

J
り

こし、
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ヽ
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奥
行
二
十
間

四
郎
（
詞
）

の
所
間
る
五
有
志
は
諸
同
志

つ
て
、

野
に
立
退
送
し
よ
り
、
前
記
の
武
右
翫
円
祠
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,＂H"11 
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四
郎
左
衛
門
（
望
）

災
後
の
地
を
尼
ヶ
崎
町
一
丁
目
（
冠
吃
ご
北
側
な
る
吉
左
衛
門

吉
左
伍
円
（
冒
疇
）

吉
兵
衛
（
麟
）

し
が
、

此
唄
よ
り
備
前
屋

-f‘ 

J
t
A
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！り
ta"

-
U
、
上
/
i
1

鴻
池
又
四
郎
な
ど
も
入
門
し
、

の
徒
も
次
第
に
加
は
れ
り
。

々
大
火
に
逍

石
癒
弧
い
て
高
屈
橋
三
丁
目
な

も
賓
抑
は
れ

を
買
ひ
て

三
郎
右
仰
門
の
臼
居
屋
敷
に
梢
宅
せ
る
よ
り
、
享
保
四
年
多
松

松
位
と
名
づ
け
て

の
慮
と
な
せ
り
。

こ
れ
正

一
年
の
事
な
る
が
、
敷
年
の
後

武
右
衛
門
、
道
明
寺
届
吉
左
衛
門
、
舟
栴
尾
四
郎
左
術
門
等
と
謀
り
、

し
て
今
の
安
土
町
二
丁
目
北
側
に

り
、
久
し
送
に

住
ま
せ
、

り
て
、
以
て
民
詐
人
道
を
譜
明
せ
し
は
尤
も
誇
る
べ

の
創
始
を
原
ぬ
る
に
、
共
前
身
に

松

。

あ
り

へ
入
門
せ
し
よ
り
、
覧
惹
同
門
の

あ
ら
ず
ゃ
、
0



せ
ら
れ
て
助
敦
と
な
り
日
謂
を

と
な
れ
り
。

口
五
間
、
裏
行
二
十
間
を
申
立
て
A

、
此
も
許
さ
れ
、
直
に
普
請
に
取
揖
り
同
年
八
月
に
は
落
成
せ
り
。
此

に
至
り
て
校
堂
の
外
に
左
右
寮
舎
あ
り
て
、
規
模
頗
る
大
な
り
。
普
請
の
費
用
は
宜
同
志
以
下
の
義
金
に
よ
る
。
然
れ

ば
慎
徳
堂
は
最
初
よ
り
し
て
敷
地
は
恩
鷹
、
維
持
は
義
金
と
い
ふ
一
稀
公
立
の
性
質
な
り
け
り
。
衆
石
惹
を
推
し
て
學

と
な
し
、
隠
癒
を
推
し
て
學
間
所
預
人
と
せ
り
ー
。
石
稲
は
以
前
よ
り
學
校
住
居
な
り
し
が
、
以
後
梵
施
も
堂
内
住
居

間
所
の
普
請
は
八
月
に
成
就
せ
し
が
、
石
稲
始
め
て
論
語
の
講
席
を
開
ぎ
し
は

の
四
月
を
以
て
東
に
蹄
り
、
尋
い
で
蘭
洲
も
亦
東
滸
の
途
に
上
れ
り
。
然
れ
は
石
乖
も
享
保
十
二
年
の
夏
頃
よ
り
日
間

を
手
他
ひ
け
る
が
、
十
三
年
の
春
に
止
み
た
れ
ば
、
井
上
赤
水
一
人
と
な
り
し
よ
り
、
隔
日
の
講
と
な
し
、
従
末
主
と

の
持
地

稲
の
追
跡
も
永
遠
に
他
は
る
べ
く
、
本
望
の
至
と
衆
議
一
決
し
け
る
が
、
今
之
を
老
師
に
告
げ
な
ば
恐
ら
く
は
許
可
な

か
ら
ん
、
暫
く
之
を
脳
す
べ
し
と
為
し
、
梵
惹
専
ら
事
に
嘗
り
て
江
戸
大
阪
の
間
を
奔
走
し
、
共
筋
の
注
意
も
あ
り
て

に
願
賞
は
大
阪
に
て
差
出
す
こ
と
A

な
り
し
が
、
や
が
て
町
奉
行
よ
り
梵
悲
へ
、
願
意
聞
屈
け
ら
れ
、
學
校
地
は
諸

役
を
免
ぜ
、
い
る
＼
を
も
て
、
學
間
所
を
取

の
悛
徳
堂
も
長
く
退
韓
の
憂
な
く
、
老
師
石

て
、
長
く
退
轄
せ
ざ
る
様
に
勤
め
よ
と
申
渡
さ
れ
し
は
十
一
年
七
月
に
て

の
官
學
昌
平
校
の
創
立
元
詭
一
―
一
年
を
去
る
三
十
七
年
後
な
り
。
斯
く
て
更
に
嘗
時
の
懐
徳
堂
の
東
隣
な
る
尼
崎
屋

れ
り
、
並
河
誡
所
、
井
上
赤
水
も
一
時
間
を
助
け
た
り
し
が
、
誡
所
は
享
保
十
二
年

梵
惹
報
を
得
て
諸
同
志
と
謀
り
し
に
、
若
し
官
許
を
得
ば
、
只
今
建

月
五
日
な
り
送
。
五
井
蘭
洲
聘



午

十

月
以

上

一
、
武
家
方
は
可
レ
為
二
上
座
―

但
講
繹
始
り
侯
後
出
席
候
は
ゞ
、
共
差
別
有
之
ま
じ
く
候

一
、
始
て
出
席
之
方
は
、
中
井
忠
巌
（
疇
只
を
）
迄
共
断
可
＞
有
，
、
之
候
事

但
し
忠
載
他
行
之
節
者
、
支
配
人
逍
明
寺
屋
新
助
迄
案
内
可
＞
有
＂
之
候

但
不
贔
門
用
堺
出
来
候
は
ゞ
、
詰
膵
半
に
も
退
出
可
＞
有
＞
之
候

ば
響
物
不
＞
持
人
も
聰
間
く
る
し
か
る
ま
じ
く
條
堺

一
、
學
間
は
志
孝
を

し
職
薬
を
勁
む
る

上
に
有
之

に
て
餃
、
講
繹
も
唯
右
之
趣
を
説
す
＼
む

定

人
の

褒
酌
せ
る
期
と
に
於
て
用
意
せ
り
れ
た
る
が
、
共
文
に

し
て
學
投
の
事
務
を
管
狸
せ
し
鯰
韮
も
専

を
間
け
り
と
い
ふ
。

石
惹
が
享
保
十
一
年
十
月
、
怯
徳
棠
の
玄
閾
に
懸
け

學

間

所

行

司

こ
炭
ヘ

i
,
1
 

三
ヶ
條
は
平
民
的
敦
育
に
雷
送
を
置
け
る
と
、
大
阪
町

に
従
事
し
け
り
。
三
輪
執
齋
は
石
施
の
親
女
に
し
て
懐
徳
堂
創
立
の

張
本
な
り
。
然
れ
ば
京
都
よ
り
大
阪
に
末
り
し
時
に
は
限
時
の
闊
あ
り
C

石
粧
没
後
、
伊
藤
東
涯
を
も
招
請
し
て
謂
筵

四



永
芳
春
、

け
し
が
、

り
。
初
め

田
盈
枝
、

111
中
心
岱
山
の
三
人
と
協
議
し
、
學
校
の

一
切
を

:
L
 ョ

一
人
に
て
引
受
け
る

せ
り
。
是
に

の
代
と
な
り
て
、
世
話
人
大
に
減
じ
、

の
如
く
な
ら
ざ
る
よ
り
、

残
れ
る
五
同
志
の
富

し
て
の
高
足
と
し
て
學
徳
並
に
長
じ
た
る
者
認
癒
に
若
く
は
な
し
。
志
尚
詞
じ
か
ら
ざ

゜

な
り
t

一
、
日
諧
の

と
あ
り
、

、
詩
網
、
春
秋
川
椰
、
小
學
、
近
息
録

師
年
正
月
十

こ
れ
に
よ
れ
は
日
闊
の
古
は
皆
是
れ
程
朱
の
學
な
れ
ど
も
、

へ
て
住
め

が
正
月
初
諮
及
び
緋
月
の
諮
繹
は
陸
子
の

る
に
載
初
の
怯
徳
歯
は
質
に
朱
陸
併
川
な
り
、
外
朱
内
王
な
り
、
四
害
、
五
網
、
及
び
道
義
の
響
以
外

の
雑
害
、
或
は
表
面
詩
文
を
謂
ず
る
事
を
も
定
約
に
よ
り
て
禁
じ
た
り
し
が
如
し
。

石
稲
は
快
杞
常
創
立
後
、
僅
に
四
五
年
な
る
享
侶
十
五

七
月
を
以
て
病
歿
せ
り
。
石
惹
の
歿
後
、
梵
癒
快
徳
堂
の

と
な
り
て
、
學
間
所
預
人
の
名
義
を
も
兼
ね
た
り
き
。
覧
施
は
宣
に
恨
徳
堂
創
立
の
功
臣
な
り
。
創
學
願
立
の
総

に
徒
歩
に
て
江
戸
に
往
復
す
る
こ
と
前
後
六
回
、
中
間
江
戸
に
て
大
息
に
椛
り
し
も
屈
せ
ず
、
途
に
共
志
を
逹
せ
り
to

の
後
を
承
け
し
め
し
は
恰
狸
に
於
て
嘗
然
な
り
。
以
後
中
井
三
宅
の
二
家
は
共
宅
を
入

に
堂
中
に
住
せ
し
比
は
、
皆
客
分
の
姿
に
て
、
普
詰
造
作
賄
方
ま
で
も
一
切
荘
同
志
に
て
引
受

初
講
打
＞
之
、
後
有
＞
紋
毎
月
之
會
は
十
六
日
に
改
む
、

．
 
ヽ

月
望
、
同
志
會
合
、
老
先
生
象
山
集
要
之
謂
、

、
四
曹
、

と

而
し
て
創
學
嘗
初
の
教
科
に
闊
し
て
は
怯
徳
常
内
事
記
に
は
、

を
聘
せ
ん
よ
り
も
、

日
初
會
に
て
、
同
志
中
燕
集
、
老
先
生



揃
へ
て
夜
を
日
に
職
ぎ
、
僅
々
十
餘
人
の
大
工
に
て
、

一
新
し
て
娩
然
観
を
改
め
た
り
。
而
し
て
節
省
倹

元
年
の
正
月
に
始
り
、
六
月
に
は
普
請
出
来
し
、
人
皆
共

虹
に
し
て
創
學
二
十
餘
年
を
閲
し
、
堂
舎
も
頷
坦
し
て
、
支
へ
難
き
よ
り
、
覧
能
齋
然
と
し
て
新
築
を
息
ひ
立
ち
、

し
め
、
後
在
年
を
期
限
と
し
て
追
々
に
支
彿
は
や
と
い
ひ
し
に
、
賛
癒
の
人
格
に
服
せ
る
堺
と
て
、
衆
工
畢
ふ
て
役
に

就
ぎ
、
學
役
は
後
懺
の
模
範
な
り
ヽ
堅
固
に
造
作
せ
ん
こ
と
、
投
等
の
面
目
な
り
、
賃
銀
は
間
ふ
所
に
非
ず
と
、
手
を

紳
速
に
院
営
し
と
い
ふ
。
梵
悲
時
に
年
六
卜
な
り
。
是
に
於
て

約
よ
く
工
費
敗
百
金
を
期
限
の
如
く
償
へ
り
。
此
の
大
土
木
の
成
就
せ
し
は
鴻
池
叉
四
郎
の
如
き
篤
志
の
勘
か
ら
ぬ
寄

附
を
為
せ
る
に
も
よ
る
が
、
梵
惹
の
堅
節
と
材
幹
無
ん
ば
焉
ぞ
か
A

る
を
得
ん
。
梵
症
の
大
阪
の
文
敦
を
稗
盆
せ
し
功

徳
決
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
梵
稲
の
徳
性
を

所
に
非
ず
、
賢
暦
八
年
六
月
歿
す
。
二
男
あ
り
、
長
は
竹

1
、
次
は
即
ち
栂
紆
な
り
。

ん
じ
践
拇
を
尚
び
し
こ
と
此
の
如
し
。
而
し
て
著
述
は
共
好
む

梵
癒
歿
後
の
學
主
は
雷
代
の
毎
日
宿
な
る
閣
洲
を
持
す
べ
ぎ
こ
と
嘗
然
な
り
。
慎
徳
傲
剖
立
の
初
め
、
講
師
を
求
む
る

に
常
り
て
、
梵
施
は
薗
洲
に
し
て
諾
せ
ず
ん
ば
、
害
院
は
無
き
に
等
し
と
、
蘭
洲
よ
つ
て
諾
し
、
始
て
講
を
開
送
し
に

非
ず
や
、
蘭
洲
東
滸
十
餘
年
に
し
て
蹄
れ
ば
、
梵
惹
病
氣
勝
に
て
日
講
も
絶
々
な
り
し
を
、
蘭
洲
徐
々
に
學
規
の
振
作

を
説
き
、
梵
癒
も
亦
喜
ん
で
教
授
を
助
け
ん
こ
と
を
請
ひ
、
再
び
慎
徳
喘
に
助
敦
と
し
て
緑
を
講
ず
る
に
至
れ
り
。
よ

大
工
共
に
向
び
て
、
學
杖
資
金
の
餘
裕
を
待
っ
て
工
事
を
典
さ
ん
に
は
、
我
等
存
命
般
束
な
し
、
先
づ
普
請
を
成
就
せ

至
り
て
懐
徳
堂
維
持
の
制
度
は

せ
り
。

‘̀ プ／



の

ヽ
．
 ヽ

ら
ざ
る
こ
と
に

め
ヽ

次

に
は
、
學
主
預
人
（
公

‘-/' 
ヽ

七

支
配
人
（
町
務
）

こ
と

父

許
さ
ゞ
り
し
に
、
附
記
に
は
學
主
死
後
、
磁
嘗
の
人
を
求
め
雑
く
し
て
、
共
子
弟
に
相
應
の
人
あ

の
特
色
を
見
る
べ
し
。
第
三
は

八
年
八
月
悶
洲
等
連
署
の

的
附
記
な
り
。
ヂ
餡
定
約
に
は
、
學
主

但
し
大
人
小
子
の
辮
は
可
＞
有
＞
之
候
、
座
府
は
新
餡
長
幼
學
術
の
漫
深
を
以
て
而
々
可
＞
被
＞
致
一
面
臨
庄
候

と
改
め
、
階
級
制
度
の
鞍
な
り
し
時
代
に
學
間
上
は
貴
賤
貧
富
の
差
別
を
認
め
ず
、
士
民
平
等
の
息
想
を
表
白
せ
し
は

の
交
は
貴
賤
貧
富
を
論
ぜ
ず
、
可
芦
翌
同
函
ぎ
事

は
半
公
間
の

゜
ノヽ

し
な
オ
ti

次
に
席
順
な
る
が
、

最
初
の

に
武
家
方
は
上
座
た
る
べ
ぎ
事
と
あ
り
し
を
、

に
定
め
た
り
。
此
に
至
り
て
慎
徳
堂
の

つ
て
閾
洲
は
住
居
を
蹄
阪
後
五
年
の
寛
保
三
年
九
月
に
蛍
中
に
移
せ
り
l

。
さ
れ
ど
年
巳
に
老
い
、
且
表
面
に
立
つ
を
好

ま
ざ
り
し
よ
り
、
春
櫻
先
師
の
子
た
る
を
以
て
學
主
と
な
り
、
竹
山
預
人
と
な
れ
り
。
枇
の
恨
徳
堂
を
説
く
者
、
重
者

に
骰
苔
て
蘭
洲
の
功
績
を
知
る
者
蓋
し
希
な
り
。
薗
洲
の
慎
徳
盤
に
於
け
る
、
常
に
助
教
の
地
位
に
廿

ん
じ
て
一
た
び
も
學
主
預
人
と
こ
そ
為
ら
ざ
れ
、
懐
徳
堂
の
数
育
に
闊
し
、
将
又
大
阪
文
學
の
根
祗
を

し
、
共
功
紋
却
て
石
惹
、

閣
洲
網
を
執
て
徒
に
授
く
る
堺
二
十
年
、
初
め
堂
規
を
掲
ぐ
る
や
、
石
稲
は
無
緑
の
人
は
切
に
講
席
に
入
る
を
禁
じ

た
り
し
が
、
閾
洲
西
節
の
後
、
尼
ヶ
綺
町
の
年
寄
川
井
立
牧
よ
り
、
無
緑
の
人
に
も
聰
謂
せ
し
め
ら
れ
て
は
如
何
と
の

巾
込
あ
り
。
閻
洲
の
意
見
に
て
町
内
丈
は
無
緑
の
人
に
て
も
苦
し
か
ら
ざ
る

を
石
稲
、

の
上
に
あ
り
。

ひ
し
期
に
闊



；入、

る
カ こ

れ
よ
り
前
、

は
定
約
の
通
可
＞
為
一
ー
勿
論
I

候

な
り
し
も
、
支
配
人
は
無
用
な
る
を
も
て
、
學
主
は
敦
導
を
司
り
、
預
人
は
公
務
を
引
受
く
る
こ
と
A

な
し
、
學
主
預

し
、
次
の
一
條
あ
り
。

一
、
四
古
五
網
道
義
の
書
而
已
講
談
い
た
し
、
他
の
維
害
講
候
事
一
切
無
用
と
申
義
に
候
へ
共
、
餘
力
に
詩
賦
文
章

或
は
瞥
師
を
も
心
懸
餃
人
へ
、
内
證
に
て
謁
じ
間
せ
、
或
は
會
詔
に
い
た
し
、
或
は
詩
會
文
會
等
致
候
事
は
格

別
の
義
と
存
候
、
萬
年
も
内
證
に
て
瞥
書
詩
集
等
請
じ
間
せ
餃
事
も
有
之
候
、
但
し
表
向
の
謁
談
に
致
間
敷
事

に
は
人
窃
の
為
に
詩
文
を
闊
ず
る
を
禁
じ
、
従
末
の
快
撼
堂
は
逍
學
を
主
と
し
、

こ
れ
に
よ
り
て
風
敦
を
正
し
く

せ
ん
と
期
し
、
文
華
の
観
る
べ
ぎ
も
の
な
か
り
し
を
、
薗
洲
に
至
り
て
學
力
の
根
抵
も
深
く
、
詩
文
に
も
長
ぜ
し
よ
り

華
宜
並
び
牧
め
ん
と
此
に
學
規
を
改
め
し
は
、
懐
態
常
學
風
の
一
勢
と
附
ふ
べ
く
、
他
日
竹
山
、
履
野
等
の
網
術
文
章

共
盛
を
致
し
て
、
海
内
の
欽
仰
す
る
所
と
な
り
し
は
、
由
求
す
る
所
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。
賢
暦
十
二
年
三
月
悶
洲
歿
す

時
に
竹
山
三
十
四
，
屈
軒
三
十
一
、
已
に
鬱
と
し
て
一
家
を
成
せ
る
者
は
宜
に
蘭
洲
の
恩
な
り
。

七
年
八
月
、
春
穂
大
學
を
間
謁
し
、
同
じ
く
九
年
蘭
洲
中
風
に
罹
り
し
よ
り
、
代
つ
て
易
他
を

竹
山
は
預
人
な
れ
ば
共
尊
職
は
公
務
に
あ
れ
ど
、
學
主
の
春
穂
病
身
の
為
に
臨
時
に
易
他
の
助
闊
侮
々
な
り
け

十
一
年
九
月
以
後
、
二
七
の
朝
諧
は
竹
山
引
受
け
、
其
後
蘭
洲
も
物
故
せ
し
よ
り
、
預
人
を
以
て
教
授
を

人
を
兼
ね
る
を
許
さ
ず
と
改
め
、
更
に
諮
師
助
謂
の
事
を
記
し
て
、
學
徳
あ
る
人
を
招
請
し
て
講
談
を
依
頼
す
べ
し
と

八



敦
授
住

ベ
送
紹
閻
一
枚
と
、
連
廟
等
は
取
止
め
て
、
元
敷
地
の
懺
に
、

九

を

月、

闊
面
を
差
出
す
べ
し
と
あ
り
。
因
て
恨
稔
常
元
敷
地

一
十
坪
の
上
に
添
地
を
願
ひ
て
、

奉
行
所
に
順
出
つ
べ
し
と
の
沙
汰
な
り
。
よ
っ
て
肛
に
町
奉
行
所
に
願
出
で
、

の
歳
は
何
の

年

し
て

願
出
し
に
、
何
れ

の

し
ま
ォ，＞

間
慨
か
れ
、

と
息
ひ
、
城
代
堀
田

一
先
づ
大
阪
に
鯰
り
、

ち
て
町

に
内
願
し
、
堀
田
侯
の
賛
同
を
得
て
、

公
及
び
松
平
和
泉
守
、
堀
田
相
模
守
な
ど
に
出
入

の
心
配
は
學
校
の
再
建
な
り
。
享
保
の
前
例
も
あ
れ
ば
公
儀
普
請
を
願
ふ
の
外
な
く
、
尚
此

に
學
校
を
監
張
せ
ん

宵
露
政
四
年
五
月
、
大
火
の
為
に
慎
徳
棠
も
全
部
類
燒
し
、

生
徒
日
に
進
み
て
盛
を
一
時
に
鳴
ら
す
に

ォし゚

立
ち
た
る
同
志
も
火
災
に
罹
ら
ぎ
る
な
し
。
竹
山
一
期

兼
ね
、
近
息
録
共
他
の
諸
害
を
諮
じ
た
り
と
い
ふ
。
春
棲
學
主
た
る
事
二
十
五
年
に
し
て
天
明
二
年
十
月
歿
す
。

歿
後
は
竹
山
代
り
て
學
主
と
な
り
、
預
人
を
兼
ね
た
り
。
春
棲
學
主
た
り
し
間
は
、
竹
山
は
預
人
な
り
、
後
輩
な
り
、

の
如
く
な
ら
ず
、
敦
授
片
手
に
菊
述
に
従
祟
し
て
獨
り
偏
法
を
守
り
し
が
、
此
に

偏
風
を
振
具
す
べ
送
を
述
べ
、
諸
同
志
も
共
意
に
従
へ
り
。
竹
山
は
學
間
の
宗
旨
を
明
か
に
せ
ん
が
為
に
、
先
づ
白
鹿

洞
學
規
を
巨
板
に
新
剣
し
、
間
間
の
日
、
之
を
謂
常
の
梢
上
に
掲
示
し
、
以
て
程
朱
の

の
朝
謁
は
向
賞
、
夜
謁
は
近
思
録
、
共
他
、
伊
洛
淵
源
録
の
會
談
、
大
學
の
間
闊
、
左
他

を
も
間
苔
、
朔
日
、
十
在
日
の
休
日
の
外
は
、
間
断
な
く
學
飩
を
腎
罰
せ
し
か
ば
、
宿
弊
一
洗
し
て
、
學
風
大
に
振
ひ

ム口ヵ

、
吏
に

せ
り
。
此
よ
り
二
七

り
て
學
校
建
立
の
趣
意
に
返
り
―



な
く
、

な オし

た
り
ぎ
。

と
並
ん
で
永
く
銘
記
す
べ
送
事
柄
た
り
。

心
見
政
八
年
に
學
校
将
建
成
就
し
て
、
竹
山
の
志
成
り
し
と
共
に
、

九
年
八
月
を
以
て
竹
山
隠
退
を
告
げ
、
娯
園
を
し
て
家
名
を
相
紹
せ
し
む
。
尤
も
學
主
は
竹
山
に
し
て
、

佼
頂
人
の
名
義
は
之
を
低
園
に
譲
れ
り
。
さ
れ
ど
燃
園
は
享
和
三
年
八
月
を
以
て
逝
ぎ
、
竹
山
も
亦
焦
園
病
歿
の
翌
年

以
て
慎
徳
堂
の
正
裳
に
終
れ
る
よ
り
、
共
遺
言
に
よ
り
弟
履
軒
和
泉
町
の
水

哉
館
に
在
り
し
が
、
月
々
四
九
の
講
席
の
み
は
受
持
ち
た
り
き
。
此
に
再
び
屈
紆
と
慎
徳
常
と
の
闊
係
を
生
じ
た
り
-
0

来
屈
軒
も
竹
山
と
同
じ
く
幼
よ
り
慎
徳
堂
に
育
ち
し
も
、
二
男
の
事
と
て
牡
事
は
表
而
學
校
の
席
に
携
は
り
し
こ
と

ヽ

一
時
竹
山
の
不
在
中
學
校
の
懺
話
を
為
し
呑
。
さ
れ
ど
履
軒
は
本
末
水
哉
館
に
割
捉
せ
し
よ
り
、
文
化
元
年
竹

山
逝
去
に
至
る
迄
の
三
十
六
七
年
間
は
全
然
懐
徳
堂
に
閥
係
せ
ざ
り
巻
。
履
軒
の
懐
徳
堂
講
網
は
何
年
迄
瞬
績
せ
し
ゃ

し
。
要
す
る
に
慎
徳
堂
は
竹
山
妃
す
る
も
、
屈
軒
協
然
と
し
て
猶
存
せ
し
間
は
、
江
戸
の
昌
平
盤
と
到
峙
し
て

闊
両
唯
一
の
學
府
の

四
年
、
帥
ち
文
化
元
年
二
月

に
依
れ
り
。

し
賛
稲
の

の

工

七
百
餘
金
に
及
び
し
に
、
公

三
百
雨
の
外
は
、
同
志
門
人
の
働
送
に
て
滞
な
く
洲
み
た
り
し
は
、
竹
山
の

ム
ロ
ヽ
ヒ
」

ふ

伏

，

7

よ
り
着
手
し
、
次
に
門
塀
、
次
に
玄
闊
講
堂
、
東
西
房
に
及
び
、
追
々
建

し
所
、

々
三
百
雨
の
補
助
に
過
ぎ
ず
、
所

J< 

と
の
二
通
を
差
出
し
た
り
。
さ
れ
ど

一
見
科
の

子
燃
固
の
天
才
人
に
紐
し
、
學
業
大
に
進
み
け

の
校
舎
再
築
は
出
来
難
苔
も
、
寛
政
七
年
八
月
妍

し
て
、
翌
八
年
七
月
竣
工

命
ぜ
ら
れ
、
減
額
に
減
額
を
重
ね
て
三
年
の

-
0
 



め
し
は
、

林
の

懺
道
人
心

せ
し
こ
と
勘
か

而
し
て

(/) 

/c‘ 
l
-

の

贔
ぎ
、

＆．＇ 

の

し
て
、
人
を
し
て
正
學
此
に
在
る
を
知
ら
し

て
、
以

し

共
風
を
守
り
、

の
中
に

せ
し
か

、
竹
山
時
代
の
大
學
は
此
に
名
宜
共
に
二
郷
校
と
は
為
れ
り
。

い1
リrIi" 

.’ 
ど

と
し
て
、

せ
伯
行
に
疎
な
る
を
厭
ふ
。
炭
す
る
に
、

果
以
末
閉
鎖
退
嬰
の
方
針
に
出
で
、
寒
泉
、

桐
間
皆

f

J
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岐
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年
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る
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(I) 

せ
し

呆
歿
後
、
桐
閃
企
學
佼
預
人
と
認
し
、
寒
泉
は
敦
授
と
な
れ
り
。

ふ
て
嗣
と
鯰

り
2

碩
呆
は
天
偲
十
一
年
三
月
、
病

を
骰
か
ず
し
て
預
人
と
数
授
と
よ
り
成
り
、
教
授
は
履
軒
な
り
し
が
、
殷
軒
歿
後

碩
果
な
り
苔
。
竹
山
、
屈
肝
の
盛
時
に
編
ぎ
て
懐
徳
常
の
名
葬
を
赫
々
た
ら
し

ん
こ
と
は
何
人
も
困
難
を
免
れ
ず
。
碩
果
は
此
囚
難
な
る
時
代
の
瞬
承
者
と
な
り
し
よ
り
家
學
を
格
守
し
て
既
成
の

保
持
す
る
に
力
め
、
高
く
自
ら
犀
骰
し
て
四
方
俗
偏
と
交
滸
せ
ず
、
．
悩
柏
常
の
學
風
斯
に
至
り
ヤ
る
又
一

文
政
八
年
六
月
は
怯
徳
骨
手
が

り
紹
を
承
く
る
こ
と
永
久
に
し
て

預
人
航
敦
授
た
り
し
は
竹
山
の
第
七

竹
山
歿
後
の
快
徳
堂
は
別
に

の
官
許
を
得
た
り
し
訓
學
壺
百
年
に
常
り
し
よ
り
、
共
旨
届
出
け
れ
は
、
市
罪
よ

ゞ
る
を
賞
し
、

せ
り
。
是
よ
り
先
苔
姪
の
並
河
寒
泉
を
跨
う
て
嗣
と
な
し
、
頒
果
は
敦
授
、

呆
は
學
校
預
人
と
な
り
し
が
、
後
寒
呆
本
銚
に
復
せ
し
よ
り
、
更
に
従
弟
柚
園
の
子
桐
園
と
懺
せ
し

を
賄
末
に
他
へ
て
永
批
沿
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
戒
肪
せ

せ
り
。



よ
り
先
き
、
中
井
竹
山
の
酋
孫
中
井
木
蕗
臓
呂
君
は

間
畢
り
て
後
、
慎
撼
堂
師
偏
諸
先
生
の
為
に
公
祭
を
學
行
せ
ば
や
と
の

明
治
四
十
三
年
一
月
、
貪
員
西
村
時
彦
丼
、
共
例
會
に
於

せ
し
に
、

逹
を
討
低
し
、
罰
幽
綬
徽
、
以
て
文
化
と
風
敦
と
に

も
一
時
業
を
休
み
て
あ
り
け
る
が
、
や
が

於
け
る
特
筆
す
べ
苔
班
柄
は
明
治
元
年
の
山
階
宮
兄
親
王
の

王
政
維
新
の
後
は
、

は
明
治
二
年
十
二
月
、

之
を
可
決
せ
り
。

あ
り
て
、
新
し
送
を
尚
び
、

始
め
た
り
。

せ
ん
と
す
る
在
阪
好
學
の
士
よ
り
成
り
し
も
の
な
り
。

た
り
し
五
井
岡
洲
の

期
せ
ず
し
て
衆
口
よ
り
痰
し
、
全
會
一
致

野
成
齋
の
紹
介
を
以
て
、
大
阪
市
史
編
纂

に
共
端
を
大
阪
人
文
貧
に

せ
り
。
人
文
會
は
前
大
阪
府
立
閻
害
誼
長
今
井
貫

の
首
唱
に
係
り
、
大
阪
人
文
の

恨
撼
堂
學
徒
離
散
し
て
、
絃
誦
の

紹
つ
こ
と
四
十
年
に
し
て
、

の

は

に
復
た
間

而
し
て
宜

祈

懐

低

堂

滸

革

略

り゚

一
時
崖
紐
clJ
已
む
な
送
に
至
れ
り
。
怯
徳
創
立
の
享
保
几
年
を
距
る
こ
と
一
百
四

六
年
な

と
な
り
、

も
門
前
の
雀
羅
を
奈
伺
と
も
す
る
能
は
ず
、

の
支
持
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、

閏
ヒ
こ
も

K

f
-
'
l
`
-、

を
厭
ふ
時
代
の
傾
向
は
、

ヘ
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
し
こ
と
な
り
。

し
は
、
文
庫
の
建
築
、
逸
史
の
上
木
、

り
し
よ
り
、
以
前
の
如
く

せ
し

の
天
下

廟
剖
建
の
企
等
な
り
苔
，
伏
見
島
呪
の
戦
あ
り
て
、
大
阪
も
人
心
愉
々
、



祭
典
を
執
行
し
、

日
七
日
の
雨
日
を
以
て
、
東
西
雨
大
學
の

直

ゥ

ノ

C
、

F
ハ
ー
｝

間
呑
、

明
治
四
十
四
年
十
月

日ヽ

日
を
以
て
、
大
阪
市
公
會
蛋
を
用
ひ
て

し、

て

一
千
三
百
七
十
名
の
多
ぎ
に
上
れ
り
。

志
の
入
會
を
勘
誘
せ
し
か
ば
、

二
名
、

し
、
次
に
新
間
紙
上
に

の
成
立
を
江
湖
に
告
白
し
、

叉
學
術
闊
演
會
を
開
送
て
、

紳
士
に
請
う
て
投
起
人
た
ら
ん
こ
と
を
以
て
す
べ
し
と
。
因
り
て
同
年
九
月
、
西
村
時
彦
君
は
會
の
決
議
を

に
任
ず
べ
し
と
の
快
諾
を
得
た
り
。
斯
く
て
九
月
二
十
五
日
後
企
人
貪
を
間
ぎ
、
共
互
選
に
由
り
、
住
友
吉
左
衛
門
君

の
成
立
す
る
や
、
先

の
趣
旨
を
普
及
し
、
汎
く
有

得
る
こ
と
、
南
は
九
州
、
北
は
北
海
道
に
亙
り
、
特
別
會
員
六
百
二

＜
 

を
中
井
家
逍
族
及
び
紹
故
に
告
知
し
、
會
の
宗
旨
と
す
る
報
本
皮
始

明
か
に

に
小
山
健
三
君
を
副
會
頭
に
推
し
、
含
則
を
議
定
し
、

に
命
く
る
に
位
徳
堂
記
念
魯
の
名
を
以
て
せ
り
。
か

胆
訪
勒
説
せ
し
に
、
皆
深
厚
な
る
同
意
を
表
し
、
此
の
學
の
低
近
人
心
に
大
な
る
闘
係
あ
る
を
投
し
、

て
後
起
の ,C‘ 

し
)

し
て
、
大
阪
府
敦
育
會
は
勿
論
、

に
緑
故
深
ぎ
鴻
池
善
右
衛
門

、
住
友
吉
左
術
門
君
を
初
と
し
て
、
同
志
の

員
幸
田
成
友

に
懐
徳
堂
復
典
の
濫
船
に
し
て
、

に
任
ず
る
こ
と
A

な
り
し
は
會
員
桑
證
の
篤
志
に
出
づ
る
な
り
。
是
れ
質

又
現
在
怯
徳
常
記
念
會
創
立
の
投
端
な
り
。
人
文
會
の

の
保
謹
と
志
あ
る
市
民
の
協
力
と
に
成
り
し
公
立
の
學
問
所
な
り
。
然
れ
ば
公
祭
は
大
阪
人
文
會
の
私
す
べ
ぎ
に
非
ず

せ
り
。
此
に
至
り
て
人
文
會
首
唱
宜
行
の

と
共
に
西
村
君
を
訪
ひ
て
、
恨
徳
棠
公
祭
の

に
曰
く
、

謀
り
及
べ
り
し
が
、
時
末
だ
到
ら
ず
し
て
共
事
中
報



天
聴
に
逹
し
、
金
戴
百
闘
を
下
賜
せ
ら
る
。
ト
一
月
履

願
し
、
八
月
二
十
日
許
可
せ
ら
る
。
因
て
前
記
の
五
君
理
事
と
な
り
、
永
田
仁
助
君
を
罪
事
長
に
選
畢
し
、

九
月
一
日

と
題
し
記
念
刊
行
せ
り
。

明
治
四
十
五
年
二
月
竹
山
中
井
癒
太
先
生
に
従
四
位
を
附
ら
る
。
同
年
三
月
、
剥
餘
金
六
千
餘
闘
虞
分
協
議
會
を
間

ぎ
、
刹
餘
金
を
加
本
資
壺
と
し
、

大
正
二
年
六
月
に
至
り
て
協
議
會
を
開
ぎ
て
、
寄
附
行
為
案
を
可
沢
し
、
財
州
法
人
仇
杞
咄
記
念
會
設
立

永
田
仁
助

る
の
間
、
中
井

、
西
村
時
疹

法
人
登
記
を
得
た
り
。

五
孝
子
仰
、
富
貴
村
良
農
喜
朕
、
竹
山
先
生
蒙
蓑
篇
、
貞
婦
記
録
、

と
詞
一
の
目
的
の
下
に
、
更
に
法
人
糾
試
の
快
徳
聖
記
念
會
を
創
立
し
、
有
終

に
な
れ
る
霜
附
行
為
案
の
脱
稿
を
見
し
も
、

、
今
井
貫
一
君
、
水
落
庄
兵
衛
君
、
廣
岡
恵
三

大
正
三
年
三
月
五
日
本
會
の
目
的
及
事
業
の
計
驚
畏
く
も

軒
中
井
徳
二
先
生
に
従
四
位
を
贈
ら
る
。

同
四
年
六
月
、
講
堂
敷
地
と
し
て
府
立
大
阪
膊
物
場
西
北
隅
な
る
三
百
六
ト
一
坪
の
無
償
使
用
許
可
を
得
、
恨
徳
堂

推
し
、
同
月
三
十
日
法
人
設
立
を
出

と
し
て
、

に
幾
多
の
時
日
を
骰
せ
し
時
、
恰
も
明
治

返
の
事
あ
り
。
尉
恥
考
批
を
喪
せ
し
が
如
く
、
荏
蒋
星
霜
を
災
む
。

ん
と
の

決
し
、
宜
月
に
至
り
委
員
の

の
推
煎

蘭
洲
先
生
蒋
話
、
勢
語
通
、
竹
山
先
生
奨
陰
集
、

::!‘ 
,
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骰
奸
尤
生
論
語
逢
原
）
を
選
探
綱
鱗
し
て
、

慎
徳
堂
辿
書

（
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
、

日
よ
り
六
日
に

物
を

、
虹
に
慎
徳
常
師
佑
の
追

四



同
九
年
二
月
波
多
野
七
載
君
敦
師
を
僻
す
、
吉
田
鋭
雄

に
沢
し
、
十
月
地
鎮
祭
を
執
行
す
。
十
一
月
東
犀
伊
藤
原
蔵
先
生
に
従
五
位
を
贈
ら
る
。

同
五
年
九
月
快
廊
聖
竣
工
す
。
是
れ
復
興
さ
れ
た
る
今
の
懐
穂
淑
な
り
。
同
月
水
落
庄
兵
衛
君
狸
事
を
僻
し
、
小
倉

正
恒
君
之
に
代
る
。
十
二
月
炭
島
高
等
師
筍
學
校
敦
授
文
學
士
松
山
直
戴
君
を
聘
し
て
懐
徳
堂
敦
授
と
す
。
是
よ
り
先

送
、
十
月
十
五
日
開
講
式
を
形
行
し
、
十
一
月
四
日
京
都
帝
図
大
學
文
學
部
敦
授
を
聘
し
、
定
期
學
術
謂
演
會
第
一
回

を
間
き
、
爾
求
師
月
二
回
開
會
す
。

に
講
師
を
麟
託
す
。
十
月
十
四
日
記
念
祭
恒
典
を
行
ふ
。
同

日
廣
岡
恵
三
君
輝
事
を
僻
し
、
坂
仲
輔
君
之
に
代
る
。
十
一
月
屁
徳
中
井
忠
載
先
生
に
正
五
位
を
、
誠
所
並
河
五
一
郎

同
八
年
二
月
吉
澤
義
則
昔
講
師
を
齢
す
。
同
月
第
三
高
等
學
絞
敦
授
文
學
士
林
縣
太
郎

ヨi
一
月
二
十
七
日
開
謂
式
を

文
學
士
武
内
義
雄
君
に
諧
師
を
閾
託
し
、
支
那
に
留
學
せ
し
む
。
四
月
通
俗
詣
演
規
定
を
定
め
、
六
月
第
一
回
通
俗
講

演
を
開
く
。
九
月
よ
り
日
曜
朝
請
を
間
始
し
、
松
山
教
授
樅
任
す
。
十
一
月
石
癒
三
宅
新
次
郎
、
悶
洲
五
井
藤
九
郎
、

寒
泉
並
河
復
―
―
―
―
先
生
に
各
正
五
位
を
贈
ら
る
。

を
教
師
と
す
。
十
月
十
日
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
、
兼
ね
て

學
げ
松
山
敦
授
大
學
首
章
を
諮
ず
。
四
月
索
讀
科
を
設
け
、
波
多
野
七

に
闊
師
を
闊
託
す
。
三
月

先
生
に
従
宜
位
を
贈
ら
る
。

始
す
。
同
月
京
都
帝
胴
大
學
助
敦
授
文
學
士
吉
澤
義
則

に
敦
師
を
麟
託
す
、
五
月
よ
り
講
義
を
開

同
六
年
一
月
、
會
計
規
則
、
開
義
規
則
を
定
む
。
坪
事
酉
村
時
彦

の

に
語
師
を
闊
託
す
。



令ヽ
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歿
す
。

せ:
ら

九
月
七
日
、
故
西
村
博
士
記
念
會
よ
り
、
同
膊
士

一
輯
成

八
月
五
日
よ
り
十
二
日
に
至
る
一
逍
間
、

に
開
く
。

八
月
十
四
日
珂

l
・
ー
巳
し
、
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支
加
よ
り
鑓
る
、
助
教
授
と
す
。
詞

俗

l

o

 

吋

同

二
月
執
齋
―
―
―

ヒJ

じ
こ
E

ーフ

f
了ー`

i
j

の

命
ぜ
ら
れ
、
支
那
に
向
け
出
骰
す
。
十
二
月
孔
子

の
朕
況

に
講
師
を

聰
に
逹
し
、

本
堂
先
師
仰
諸
先
生
の
贈
位
を
報
告
す
。
同
月
敦
育
勅
語
謄
本
を
下
附
せ
ら
る
。
十
二
月
武
内
謁
師
支
那
よ
り
悶
る
。

同
十
年
一
月
間
謁
の
日

以
て
、
敦
授
敦
育
勅
語
を
捧
韻
し
、
爾
求
毎
年
の
恒
式
と
定
む
。
同
月
よ
り
定
日
講
義
を

培
加
し
日
曜
朝
詣
を
合
せ
て
鉦
週
四
回
と
す
。
同
月
文
學
博
士
狩
野
直
喜

す
。
同
月
よ
り
侮
週
一
回
文
科
謁
義
を
開
始
す
。
七
月
二
十
七
日
畏
く
も
本
貪
事

千
胤
を
下
鳴
せ
ら
る
。
十
一
月
吉
川
銚
雄
打
を
謳
師
と
す
。
同
月
文
郊
省
在
外
研
究

二
千
四
百
年
記
念
事
業
の
一
た
る
校
印
論
語
義
疏
成
る
。

位
を
附
ら
る
。
七
月
三
十
日
宮
内
省
御
用
掛
に
し
て

同
月
十
八
日
、
永
田
仁
助

よ
り
漠
學
奨
罰
の

の
名
を
附
し
て

め
、
奨
學
資
金
五
萬
闘

士
桁
京
猛

同
十
二
年
三
月
武
内
義

註
東
北
帝

教
授
に
任
喩
辻
ら
る
。
四
月
大
阪
高
等
學
校
敦
授
文
學
士
財
津
愛
象
、

同
十
一
年
十
月
八
日
午
前
記
念
祭
恒
典
を
行
び
、

午
後
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事
悪
手
と
し
て
孔
子
祭
を
行
ふ
。

九
月
西
村
時
彦

珂

十
月
上
野
猜

こ
灼
る
。

(
i
 

、
同
内
峠
虎
次
郎
甘
に
順
間
を
腿
託
す
。

一
六



拇
士
秋
月
胤
齢
彗
い
を
請
師
に
闊
託
す
。
六
月
四
日

日
記
念
祭
恒
典
を
執
行
し
、

I

O
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七

迎
事
長
に
就
任
す
。
同
日
木
間
湘
策
三
け
、
田
中
隆

同
十
五
年
六
月
一
日
悩
徳
常
饗
庫
並
研
究
室
起
工
。
七
日

月
恨
徳
堂
文
庫
閲
覧
規
則
及
び
慎
徳
堂
記
念
會
奉
祀
規
定
を
定
む
。
十
月
三
十
一
日
害
庫
並
研
究
室
工
を
竣

建
後
に
於
け
る
物
故
闊
師
西
村
時
彦
君
外
二
名
、
物
故
功
努
者
住
友
吉
左
術

門
杵
外
七
名
の
奉
記
を
な
し
、
併
せ
て
訓
學
二
百
年
、

久
退
宮
家
よ
り
金

昭
和
二
年
三
月
十
日
刑
堪
長
永
田
仁
助
君
歿
す
。
四
月
二
十
三
日
敦
授
文
學
博
士
松
山
直
載
甘
歿
す
。
故
を
以
て
同

敦
授
謄
任
の
日
曜
朝
譜
を
靡
す
。
十
月
九
日
狸
事
小
倉
正
恒

君
判
宮
に
就
任
す
。
十
二
月
十
二
日
謁
師
詔
東
猛
君
歿
す
。

同
四
年
四
月
一
日
大
阪
高
等
學
校
敦
授
文
學
士
財
津
愛
象
君
を
聘
し
て

今
上
天
皇
陛
下
大
阪
に
行
幸
、
廿
露
寺
侍
従
を
御
差
遣
あ
ら
せ
ら

る
。
九
月
一
日
大
阪
高
等
學
悛
敦
授
文
學
士
佐
々
木
恒
洞
甘
を
謂
師
に
聞
託
す
。
十
月
十
日
野
々
村
政
也
君
刑
事
に
就

任
す
。
同
月
十
二
日
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
、
併
せ
て
物
故
敦
授
松
山
直
蔵
村
、
間
師
桁
束
猛
君
外
四
名
、
錐
に
物
故
功

努
者
永
田
仁
助
君
を
奉
記
す
。

同
五
年
三
月
五
日
迎
事
田
中
隆
三
君
僻
任
す
。
四
月
二
十
四
日
珊
事
野
々
村
政
也

壼
萬
疋
を
下
開
せ
ら
る
。

月 附
せ
ら
る
。
十
一
月
重
印
慎
徳
堂
考
成
る
。

と
す
。
同
日
大
阪
高
等
學
袂
敦
授
文
學

建
十
年
の
記
念
式
典
を
學
行
す
。
是
日

久
逍
宮
殿
下
同
妃
殿
下
御
同
列
に
て
成
ら
せ

—+ 
士：



門
君
外
四
人
を
奉
祀
す
。

同
六
年
十
月
四
日
教
授
財
津
愛
象
君
歿
す
。
十
月
十
日
江
崎
政
忠
君
理
事
に
就
任
す
。

部
四
十
七
貼
の
寄
贈
を
受
く
。

建
二
十
年
式
典
を
行
ひ
、
併

同
七
年
九
月
十
日
岡
山
源
六
君
を
講
師
に
闊
託
す
。
十
二
月
三
十
一
日
闊
師
林
森
太
郎
君
僻
任
す
。

同
八
年
三
月
一
日
文
學
士
大
塚
末
雄
君
を
講
師
に
嘱
託
す
。
是
よ
り
定
日
詣
義
を
毎
週
四
回
と
す
。
四
月
十
三
日
第

三
高
等
學
校
教
授
文
學
士
阪
倉
篤
太
郎
君
を
謂
師
に
麟
託
す
。
九
月
二
十
二
日
中
井
木
菟
螂
呂
君
よ
り
蒋
慎
堂
逍
物
一

同
九
年
三
月
三
十
日
文
科
謁
義
を
隕
す
。
四
月
一
日
文
學
士
武
藤
長
平
君
を
闊
師
に
嘱
託
す
。
是
よ
り
定
日
講
義
を

五
回
と
す
。
但
し
通
俗
謂
演
の
常
日
は
休
間
の
事
と
す
。
四
月
十
四
日
満
洲
國
國
務
紐
迎
大
臣
鄭
孝
骨
君
末
堂
、

六
月
二
十
六
日
顧
間
文
學
博
士
内
膝
虎
次
郎
君
歿
す
。

同
十
年
十
二
月
十
九
日

同
十
一
年
四
月
十
四
日
北
平
洞
華
大
學
教
授
劉
文
典
君
求
堂
、
十
日
間
碩
園
文
庫
の
楚
僻
に
付
研
究
す
。
八
月
十
七

日
満
洲
國
前
罰
務
粕
珂
大
臣
鄭
孝
脊
君
書
を
小
倉
狸
事
長
に
寄
せ
、
金
参
千
闘
を
本
堂
甚
金
と
し
て
寄
附
せ
ら
る
。
十

月
一
日
西
村
時
彦
君
遺
瑞
碩
園
先
生
遺
集
五
冊
を
印
行
す
。
同
月
十
日
記
念
祭
典
誼
に

せ
て
物
故
敦
授
財
津
愛
象

、
顧
間
内
藤
虎
次
郎
君
、
諧
師
佐
々
木
恒
清
君
外
六
人
、
並
に
物
故
功
努
者
鴻
池
善
右
衛

同
十
三
年
一
月
二
十
二
日
間
師
武
膝
長
平
君
歿
す
。
四
月
よ
り
定
日
講
義
を
毎
週
四
回
と
す
。
五
月
七
日
諧
師
岡
山

東
久
逍
宮
殿
下
成
ら
せ
ら
る
。

一
八



同
十
七
年
九
月
重
建

年
記
念
堺
薬
た
る
中
井
竹
山
先
生
培
背
干
茅
危
言
冗
冊
を
印
行
す
。

郎
君
外
四
名
、
物
故
功
勢
者
藤
田
平
太
郎
村
、
今
井
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建
二
十
五
年
式
典
を
行
び
、
併
せ
て
物
紋
謁
師
林
森
太

源
六
丼
歿
す
。
七
月
二
十
日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
（
日
曜
を
除
く
）
十
五
日
間
第
一
回
支
那
語
謂
習
會
を
開
く
。

同
十
四
年
二
月
一
日
大
江
文
城
君
を
需
師
に
閾
託
す
。
三
月
十
四
日
中
井
木
菟
凰
呂

一
月
十
九
日
呈
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
式
を
大
諮
堂
に
形
行
す
。

よ
り
管
懐
徳
盤
及
水
哉
館
の

遺
害
追
品
三
百
十
五
閏
の
寄
附
を
受
く
。
七
月
一
日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
毎
逍
火
、
木
、
土

の
十
五
日
間
第
二
回
支

那
語
闘
習
會
を
開
く
。
七
月
八
日
伊
膝
介
夫
氏
逍
族
よ
り
屈
粁
先
生
手
書
後
漢
害
離
題
外
五
十
餘
期
の
寄
贈
を
受
く
。

十
一
月
一
日
定
日
闊
義
は
十
一
月
よ
り
三
月
ま
で
は
午
後
六
時
半
よ
り
同
八
時
半
ま
で
、
四
月
よ
り
十
月
ま
で
は
午
後

七
時
よ
り
同
九
時
ま
で
、
土
曜
及
通
俗
諮
演
は
、
十
一
月
よ
り
三
月
ま
で
は
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
四
月
よ
り

、
同
十
五
年
一
月
十
二
日
慎
微
堂
印
存
成
る
。
三
月
十
八
日
珂
事
今
井
貫
一
君
歿
す
。
七
月
二
日
よ
り
八
月
三
日
ま
で

師
週
火
、
木
、
土
間
の
十
五
日
間
第
三
回
支
那
語
闊
腎
會
を
間
I‘

。
十
月
ャ
ニ
日
古
田
悛
之
助
背
珂
事
に
就
任
す
。
十

同
十
六
年
一
月
十
四
日
闊
西
學
院
敦
授
張
源
詳
莉
左
謁
師
に
藍
託
し
、
定
日
謁
義
中
に
支
那
語
科
を
加
ふ
、
是
よ
り
―

定
日
閉
義
を
苺
週
在
回
と
す
。
十
月
十
一
日
記
念
祭
典
銃
に

十
月
定
で
は
、
午
後
七
時
よ
り
同
八
時
半
ま
で
と
髪
虹
す
。


